
導入事例 一般財団法人 建材試験センター

「BizRobo!」と「SKYSEA Client View」とのデータ自動連携で実労働時間

を可視化。建材試験センターのサービス残業をゼロにした取り組みとは？

（左から）荻原 明美 氏、藤沢 有未 氏、石井 俊靖 氏
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CORPORATE PROFILE
社　名

事業内容

ウェブサイト

一般財団法人 建材試験センター

品質性能試験事業、工事用材料
試験事業、マネジメントシステム
認証事業、性能評価事業、製品
認証事業

https://www.jtccm.or.jp
　1963年に発足した一般財団法人建材試験センター（JTCCM）では、建材や建
築・土木に関する試験・認証・評価・証明等を行っている。東京・日本橋に2つ
のオフィスを構え、埼玉県草加市には中央試験所を、全国5カ所には工事材料試
験所・試験室を置いている。そんな同社は2019年春頃からBizRobo!の運用を始
めた。対象となる業務は、約240名の職員の勤怠ログ管理。BizRobo!パート
ナーであるリコージャパン株式会社が提案したBizRobo!と各システムの連携ス
キームによって、実労働時間と申請労働時間の大きなへだたりがなくなり、同
センター全体での働き方改革を大きく前進させた。

- 話を伺った方 -
一般財団法人建材試験センター
総務部 総務部長 荻原 明美 氏
　同　 総務課長 石井 俊靖 氏
　同　 総務課主任 藤沢 有未 氏

Highlight

全従業員のサービス残業がほぼゼロに、
平均残業時間は大幅削減

パソコンの稼働時間、タイムカード打刻時間、
残業申請時間を収集し、差異を分析

実労働時間と申請労働時間の乖離是正のため
BizRobo!を導入、各ソフトウェアと連携



実労働時間と申請労働時間の乖離を
是正する

　一般財団法人建材試験センターの
総務部のなかで、全国の職員約240名
の勤怠ログの管理に「RPAを導入しよ
う」という話が持ち上がったのは
2019年春頃だった。
「タイムカードを打刻した後もなん
となく残業してしまうなど、所属
長・管理者がまったく意図しないか
たちで、いわゆる“サービス残業”のよ
うな時間外労働が職員間でどうして
も発生している——そんな話が常々持

ち上がっていた」と振り返るのは、
同社総務課長の石井俊靖氏。
「今回のBizRobo!導入は、職員の
『実労働時間』と所属長・管理者が
日頃把握している『申請労働時間』
との乖離を是正するための取り組み
でした」（石井氏）
 当初は実労働時間の可視化ができる
システムの構築を検討。しかしデー
タの集計作業に時間がかかることが
判明し、BizRobo!を活用して各シス
テムからデータを収集し、一括管理
をすることとなった。

職員の勤怠ログデータ自動連携にBizRobo!を導入導入背景
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ハンズオンの体験会で感じた「利便性と
使いやすさ」

　2019年5月頃、石井氏が問題の洗
い出しを行い、BizRobo!パートナー
であるリコージャパン株式会社へ相
談した。リコージャパン社から提示
された提案内容は同社の常勤理事会
でも承認され、正式にロボット開発
がスタートした。
 2019年5月より以前に石井氏ら総務
部のメンバーはBizRobo!のハンズオ
ンセミナーに参加した。そこで実際
のBizRobo!を操作し「利便性と使い
やすさを体験できた」と、石井氏は
話す。加えて、負担の少ない価格設
定が決めての1つになったと言う。

「2年目以降は年間ライセンス費用の
みとなるBizRobo!は中長期的な運用
コストから見ても問題ないと判断し
ました。2019年5月時点では目下の
課題である勤怠ログ管理に集中しま
したが、当センターのどの業務に
BizRobo!を活用・拡大できるかは今
も引き続き検討中です」（石井氏）
　導入決定後、実際のプロジェクト
は、BizRobo!を使った同様のモデル
ケースを自社で作り上げていたリ
コージャパン社がロボット開発を
担って進めた。

負担の少ない価格設定が決め手の1つに　　　 を
選んだ理由

石井 俊靖 氏

石井 俊靖 氏
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不明な状況下での居残りがなくなり、
生産性向上

 BizRobo!によってシステムデータ自
動連携した仕組みによって実労働時
間の可視化が可能になり、実労働時
間と申請労働時間の間に大きな乖離
が生じていた職員は、ほとんどゼロ
になった。それに伴い「月30時間以
上の残業をしていた人が大幅に減

り、平均でも10時間程度」と話す。
さらに藤沢氏は「労働時間を管理す
る所属長にも大きな効果をもたらし
た」と、その導入効果について次の
ように話す。
「導入前にはサービス残業や業務外
の居残りが疑われる職員もいました
が、所属長が正確な勤怠状況を把
握・判断できるようになり、不明な
状況下での居残りはなくなりまし

た。実労働時間と申請労働時間の差
異の可視化はこれまでになかった業
務なため、単純に過去との比較はで
きませんが、人の手を入れず、か
つ、ミスなく作業ができている点を
考えれば、生産性は向上していると
思います。またテレワーク勤務時で
も集計可能なので、業務のやりすぎ
防止など管理面でも役に立っていま
す」（藤沢氏）
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3つの勤怠データを収集し、差異を分析対象業務

労働時間の乖離がなくなり、残業時間を大幅減導入効果

1日1〜2時間の稼働で
「サービス残業ゼロ」目指す

　石井氏らはリコージャパン社およ
び各事業所の企画管理課長と連携し
ながら運用検討を行った。同時に
BizRobo!と連携させる各システムの
クラウド化も進めた。こうしてプロ
ジェクト開始から半年後、いよいよ
BizRobo!による勤怠ログデータ連携
がスタートした。

「現在は毎日1〜2時間ほど、1台の
BizRobo!が稼働している」と話すの
は、同社総務部総務課主任の藤沢有
未氏。BizRobo!による勤怠ログデー
タ連携は、下図のような全体像をし
ているという。（図）

「BizRobo!を使って収集しているデー
タは、①PCのログ管理に使用してい
るシステム『SKYSEA Client View』
の従業員のパソコン利用時間（ログイ
ン・ログアウト）、②就業管理システ

ム『クロノス Performance クラ
ウド』のタイムカードの打刻時間（出
社・退社）、③残業申請時間。これら
①〜③の差異をBizRobo!でCSVデータ
として記録し、業務改善プラット
フォーム『kintone』上にアップロー
ド。もしも実労働時間とタイムカード
や残業申請との間に“一定の差異”が
あった場合は、対象者（所属長）に
メールでフィードバックが行われま
す」（藤沢氏）

藤沢 有未 氏 （図）業務概要イメージ
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根拠が示される分、
次のアクションにつなげられる

　IT部門を持たない同センター。職
員の人事・労務・福利厚生等に関す
る基本業務のほか、会社全体のネッ
トワーク構築、ホームページ管理な
ども総務部が遂行している。数年前
からはペーパーレス化やシステムの
クラウド化、テレワーク推進などの
デジタルシフトも推進。このたびの
BizRobo!導入もその一環としてのプ

ロジェクトだった。
　本プロジェクトでBizRobo!が代替
したのは、240名分の勤怠データの収
集、それらの差異分析、そして所属
長へのフィードバックなど——。もし
もまったく同じ工程を所属長・管理
者が行ったならば、とても1日では終
わらないだろう。総務部長・荻原氏
はBizRobo!導入時の現場の反応につ
いて、次のように話す。
「とにかく勤怠にまつわる課題が会
社全体に拡がっていました。所属長

としても、すべての部下の勤怠状況
を正確に把握するなんてとてもでき
ま せ ん 。 『 こ の 課 題 を 解 決 し た
い！』という思いが会社全体で共有
されていたため、BizRobo!という事
業所ではあまり聞き馴染みのないソ
リューションの導入も、スムーズに
進 め ら れ た の で し ょ う 。 こ の ソ
リューションによって課題の根拠が
示される分、次のアクションにつな
げられる点には、大きな意義がある
と思います」（荻原氏）
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各事業所の基幹システムとBizRobo!の連携を目指す今後に
ついて

大きな課題が共有され、導入もスムーズに現場の声

上司が部下にアプローチしやすくなった

同社総務部長の荻原明美氏は現場
の所属長・管理者の立場についても
踏まえながら、コミュニケーション
の効果について評価している。
「これまでは所属長・管理者がなん
となく『○○さん、残業多いような
気がするなぁ』と思っていたこと
も、BizRobo!の活用で正確な実労働
時間を管理できるようになったおか
げで、今でははっきりと目に見える
かたちでアウトプットされます。そ
のため『○○さん、タイムカードの

時間よりだいぶ残業しているみたい
だけど...』というふうに、部下に対
してアプローチしやすくなったので
はないでしょうか」（荻原氏）
　最後に石井氏は今後の運用につい
て次のように話す。
「当センターは全国に事業所を置いて
います。各事業所の基幹システムと
BizRobo!を連携し、定型作業を自動
化していけば、職員1人当たりの労働
生産性を上げていけるかもしれませ
ん。総務部としても人事管理ソフトと
の連携を検討中で、人事管理ソフト内
の情報から異動履歴・所持資格を抽出

し、ある程度の人事異動の方向性を算
出できる仕組みを構築できれば面白い
と思っています」（石井氏）

荻原 明美 氏
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お問い合わせ：オープン株式会社は日本国内で長年にわたりRPA事業を展開し、業界・地域を問わず
その活用ノウハウを提供しています。「ヒトの進化を共創する」ことをミッションに掲げ、
BizRobo!をはじめとするRPA関連製品・サービスの提供により、個性が思う存分活かされ、
楽しむ人たちが躍動する未来の実現に向かっていきます。

BizRobo! 検索

もっと情報を知りたい方は

https://rpa-technologies.com

オープン株式会社　〒105-0003 東京都港区西新橋3-3-1 KDX西新橋ビル3F　BizRobo!事務局：Tel 03-6778-0864

※記載している内容は取材日時点の情報です。


